
№ 事業名 担当課 指標
３１年度
目標

評価

子育て推進課

学校教育課

子育て推進課

学校教育課

基
３－１
№１

地域における子育
て支援活動

学校教育課

・公立の全幼稚
園での未就園児
とその保護者に
対する施設開放
実施回数

３０４回 Ａ

基
２－１
№5

幼稚園教諭，保育
士の人材育成と資
質の向上

幼稚園教諭，保育士，保育教諭等
としての資質や指導力の向上のた
め，研修，実習等を通した人材育
成の充実を図る。

あしや市民活動センターや幼稚
園，保育所等の公共施設を利用
し，子育ての情報交換・団体間交
流・ネットワーク化を図り，地域
における子育て支援活動の充実を
図る。

・就学前施設に
おける合同研修
会の参加者数

４０７人

基
２－１
№４

教育・保育施設同
士の連携強化と積
極的交流

一貫した就学前教育・保育が行え
るように，教育・保育施設同士の
連携や積極的な交流を図る。

・地域における
就学前施設間の
交流会開催

充実

第４章　重点事業実績・評価

公立幼稚園で，未就園児交流会117
回，3歳児親子ひろば36回，園庭開
放154回開催した。
計307回の施設開放

平成27年度は公立幼稚園だけでなく，
公立保育所も保育を公開し，資質向上
に努めた。今後も，参加者が増えるよ
う進めていく。

幼稚園の地域への施設開放数は増加し
ている。今後，より充実させるように3
歳児親子ひろばを各幼稚園で週1回開催
し，情報提供が広くできるよう取り組
む。

【保育所開催分】
・全体研修会：1回
・統合保育研修会：2回
・夏期研修：11回
延べ362人が参加

地域における公立の幼稚園と保育所の
交流は進んできた。今後，私立幼稚
園，保育園との交流を進めていく必要
がある。

公立保育所を中心として，多くの保育
士が研修会に参加した。
日々の保育の実践や講師を招いて実施
する研修会等を継続して実施すること
で，保育の質の向上につながるため，
今後も引き続き取組を進める。

【幼稚園開催分】
・就学前教育研修会：1回
・幼稚園教育研修会：5回
・教育委員会指定研究会：８回
延べ322人が参加

Ａ

・公立幼稚園・保育所間の交流：70
回
・私立保育園との交流：10回
・小学校区内の公立幼稚園・保育所
(園）との合同ミニ運動会を実施：1
回

事業内容 ２７年度実績 検証・分析

新制度開始に伴い，今まで以上に就学
前施設間の交流を図り，職員の意識も
高くなっている。
今後は日頃の業務を通じて，私立園と
の更なる交流・連携が図れるように努
める。

Ｂ
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№ 事業名 担当課 指標
３１年度
目標

評価事業内容 ２７年度実績 検証・分析

子育て推進課
（ 新 制 度 推
進）

・子どもが利用
できる公共施設
の周知

充実 Ｃ

公園緑地課

・子育て世帯又
は子ども自身の
公園ニーズを把
握し，その結果
を踏まえた公園
整備の実施

充実 Ｂ

基
３－２
№2

犯罪等，子どもを
取り巻く様々な危
険性についての教
育，啓発

防災安全課

・子ども向けの
防犯啓発リーフ
レット発行（新
規事業）
・警察との連携
による防犯講習
会の実施（新規
事業）

実施 Ｃ

基
３－２
№４

交通安全の意識向
上

建設総務課
・市内で起こる
子どもの交通事
故件数

１４件 Ｂ

基
３－１
№３

公共施設の有効活
用

公的施設を子どもの居場所として
有効活用できるようにする。

樹木の繁茂による公園内の死角をな
くすこと及び遊具を維持管理するこ
とについて，職員による点検や利用
者から寄せられる要望に基づく適正
な維持管理を実施した。

紙媒体での周知は，最新情報の提供と
いう面で課題がある。今後はこれまで
の取組に加え，保護者に最新の情報を
適宜発信できるよう，ホームページ
等，紙媒体以外の充実に努める。

今後，公園を子どもにとってより居心
地の良い場所とするため，寄せられる
要望だけでなく，ニーズ把握のための
アンケート調査等を実施し，公園整備
に反映する。

家庭，学校，地域及び関係機関が
連携を図り，子どもや保護者に対
して，様々な犯罪の危険性につい
ての教育，啓発，情報提供等を行
う。

兵庫県警内にて行われた，防犯講習
内容を基に，地域の出前講座にて子
供が受ける危険な犯罪から身を守る
方法を啓発した。

出前講座：１件（6月末）

指標にある内容については，28年度以
降所管する『建設総務課』へ引き継
ぎ，そちらで協議を進めている。
その他，地域住民と協力し，小学校通
学路を主として，防犯カメラの設置に
よる犯罪抑制，安全・安心な見守りを
進めることができた。

子どもの交通安全を確保するた
め，不法駐輪及び不法駐車をなく
し，自転車マナーを守るよう啓発
活動を継続する。また「交通安全
教室」や「出前講座」等の実施に
より，交通安全に対する意識向上
を図る。

子どもの交通事故件数
１５件
（平成26年度実績：25件）

交通事故を減らす取組
交通安全教室の開催（幼稚園18回，
保育所14回，小学校14回）

子どもの事故件数は減少しており，一
定の効果がみられる。
今後も継続し啓発を行うことが重要で
ある。

広報臨時号（4月15日号）及び，年
間2回発行している子育て情報誌「は
ぐくみ」において，子どもの居場所
の周知を実施
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